
 
 
 
 
 
 
 

第 1680 回例会  

平成 23 年 11 月 14 日(月) 
12：30～ 海南商工会議所 4Ｆ 

 

１．開会点鐘       

２．ロータリーソング       「我等の生業」 

３．ゲスト紹介  和歌山ダルク代表 和高 優紀様 

４．出席報告 

会員総数 60 名 出席者数 33 名 

  出席率 55.00％ 前回修正出席率 68.33％ 

 

５．会長スピーチ      会長 田村 健治 君 

皆さん、今日は。今年も早

いもので、年末まで一ヵ月半

余りとなりました。 

先ず最初に、恒例の年次総

会は 12 月 5 日開催予定です

が、理事・役員を選ぶ指名委

員会をクラブ細則第3条第1

節に基づき、当クラブの慣例

に従って、理事会メンバーで

もって指名委員会とさせて

いただいてよろしいでしょうか。ありがとうございま

す。 

 先週皆さんに、今日 TPP の話をすると予告しました

が、いざ勉強してみると、これは将来の日本を左右す

る重大な問題だと思われました。そして皆が国にお任

せではなく、当事者となって考えなければならない事

だと思いました。今、世論は真っ二つに分かれていま

す。即ち、TPP 協定の交渉の席に日本が座るかどうか、

それに対する推進派と反対派が対立しています。そし

て今ハワイで APEC が開催され、そこで日本の野田首

相は交渉の席に着きました。 

ある人は言っています。アメリカの日本に対する

TPP 参加の呼びかけは、いわば”平成の黒船”だと。

本当にそっくりですね。江戸時代末期、ペルーが黒船

に乗って来日し開国を迫りました。それに反対した尊

皇攘夷派は抵抗しましたが、結局不平等な条約を結ん

でしまいました。今の日本の繁栄ぶりを見れば、結果

的には良かったのかも知れませんが。ペルーが来ずに、

あのまま鎖国が続いていたら、日本はどうなったでし

ょうかね。 

まだマスコミではあまり報道されていませんが、

TPPにくっついているISD条項というものが重大問題

なのです。これは外国企業が損害を被った時、賠償金

を請求する裁判を起こすことが出来、その際日本の法

律がまったく通用しないことになるのです。そこで今

日は、TPP に参加すれば日本の医療はどうなるか、要

点だけをお話します。 

先ず第一に、ほとんど全国民が入っている健康保険

の制度が危うくなることです。なぜなら、自由貿易で

すから、外国から外資系の保険会社や薬メーカー、は

ては株式会社の病院まで入ってきます。これらはきっ

と営利主義に走りますから、儲かることしかしない様

になります。そうなると、どういう事が起こるかと言

いますと、保険が利かない医療が増え、安い給料で働

いている公的病院の医師や看護師はそちらへ流れ、田

舎では病院が益々減っていくでしょう。そんな事にな

っては大変ですから、国は何らかの規制を設けようと

するでしょう。そこで ISD 条項が登場してきます。企

業は訴訟を起こして賠償金を勝ち取る仕組みになっ

ているのです。だから日本医師会は反対派に回ってい

ます。まだまだ色々あるのですが、今日はこのぐらい

にしておきます。 

 
６．幹事報告        幹事 山畑 弥生 君 
○例会臨時変更のお知らせ 
岩出 RC  12 月 8 日（木）→12 月 3 日（土） 

18：30～  
ホテル日航大阪 韓国・中文ＲＣ 

   12 月 15 日（木）→12 月 15 日（木） 
18：30～ 

岩出市商工会館２Ｆ 
○休会のお知らせ 
粉河 RC  11 月 23 日（水） 
岩出 RC  12 月 8 日（木） 
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７．ゲスト卓話 

昨年、卓話にお邪魔させ

て頂き、その後すぐに、新

垣先生・大谷さん・山名さ

ん・魚谷先生・阪口さんよ

り、ダルクに対して直接的

な御支援を賜りました。こ

んなに良くして頂いた事は

初めてで、大変驚きました。

又、海南東ロータリークラ

ブの皆様より年末に頂いた暖房器具は有難かったで

す。坂口さんは、昨年末より古民家の再生を主に、色々

なご支援を賜り、今では訪問して下さる日を皆、楽し

みにしています。お陰様で、ハンドメイドの茶室まで

設備されたダルクになりました。心より感謝申し上げ

ます。 

和歌山の薬物問題について、和歌山県は薬事事犯検

挙数が全国で四位です。ずっと上位を占めているにも

関わらず、和歌山県がどの様な対策をなされているの

かが見えて来ません。私どもは民間の貧しい薬物依存

症者とその家族の回復支援をおこなっているダルク

という組織に属する和歌山ダルクですが、相談件数が

年間１２０件ほど有ります。薬物問題に対して私達も

県内で取り組まれている対策チームと横の繋がりを

持ちたいと望んでいます。現在、薬物問題に関わりを

持っている機関のサテライト的な役割を担い、具体的

な治療のお手伝いなどの下請けを無償で続けていま

す。ダルクの負担が大きく大変です。薬物依存症とは

そもそも生涯治療が必要な難病です。和歌山には専門

の病院もクリニックもありません。相談に来られる人

は、司法の取り締まりには何度もあっていますが、治

療を受けた経験が無く、高齢になっています。その様

な方には他県の医療福祉が進んでいる県にあるダル

クに入所を進めています。前回も話題に触れましたが

学校を中退する子供達が多く、薬物と出会ってしまい、

売人になる若者もいます。薬物の問題は、教育の問題

だとも感じています。学校などにも予防教育として講

演に行きますが、薬物の種類や後遺症などの話はあま

り触れません。なぜなら生き方の話をするべきだと考

えています。子供達は映画・アニメ・音楽などを通し、

薬物には詳しく、あまり説明がいりません。ですから

薬物と実際に出会う前に、倫理や哲学やマナーの問題

と、助けを求める勇気が必要なので、それらを改めて

若者に問う授業をおこなっています。薬物乱用は自己

への虐待で、自分自身をどうでもよい者として扱い始

める第一歩となります。我々は経験に基づいた話をし、

若者達に今の生き方と重ねて比べてもらうようにし

ます。私が思うには、子供達ともっと理論的にコミュ

ニケーションを取る様に、まずは大人が変わらないと

いけないと思っています。できるだけ教育の現場にも

摂局的に出向いて行きたいと思います。活動を維持し

ていくために運営を安定させたいと願います。この度

の皆様のご支援には本当に感謝申し上げます。有難く

思っています。今後とも皆様にはこの活動を見守って

頂きたく存じます。有難うございました。 

８.閉会点鐘 

 
次回例会 

  第 1679 回例会 23 年 11 月 21 日(月) 
    海南商工会議所 ４F 12：30～ 
  会員卓話  

前田 克仁君  三木 正博君  倉橋 利徳君 
 
 
 
 

 

山畑 弥生君  母の葬儀にお参り頂きありがとう

ございました。上野山さん 幹事

代理ありがとうございました。 

魚谷 幸司君  和高さん、卓話ありがとう 

 

 

 

 

 

コーヒーの販売収益で人道奉仕 
ロータリー財団

の元奨学生が、米国

内のロータリー・ク

ラブにフェアトレ

ード（公正貿易）の

コーヒーを販売し、

その収益金で発展途上国にきれいな水を届けていま

す。この基金によって実現したプロジェクトでタンザ

ニアに水ポンプが設置されました。「水と衛生設備」

はロータリー財団の重点分野の一つです。写真提供：

Five for Water 米国（ミズーリ州）のロータリアン

で、1979-80 年度のロータリー奨学生として英国に留

学した経験を持つビル・プロストさんは、コーヒー原

産国にきれいな水をもたらすために使途推奨冠名基

金を設置し、「Five for Water」プロジェクトを始め

ました。Green Mountain Coffee 社と提携し、このコ

ーヒーを購入して地域社会で販売するよう、米国内の

クラブに呼びかけたプロストさん。「このようなプロ

ジェクトは、会員数の多いクラブも少ないクラブも、

いつでも実施できます」と話します。 

コーヒーの収益わずか 1 年前に始まったこのプロ

ジェクトですが、既に米国内の 300 以上のクラブが参

加し、184,000 ドル近くの純収益を上げ、10 カ国、5

万人以上の人々にきれいな水を提供してきました。世

界保健機関（WHO）によると、毎年、200 万人以上の

人々が水感染による疾病で命を落とし、10 億人以上

がきれいな水のない生活をしています。「ロータリア

ンとして、何かしなければ、という使命感を感じた」

と言うプロストさんは、海外の協力者も探し、ロータ

リー財団のマッチング・グラントも申請して、学校や

孤児院、診療所などに井戸を設置しました。今後も、

きれいな水が必要とされているところがあれば、協力

者を見つけて活動していきたいと話しています。 

会報委員会    委員長：寺下 卓  副委員長：千賀 知起  委員：朝井 修  奥村 匡敏  大谷 徹


